
『
本
朝
三
三
』
全
注
釈
四

今

浜

通

隆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

（
上
の
5
）
 
林
花
落
麗
レ
舟
。
〈
以
レ
風
為
レ
韻
。
〉

 
 
 
 
 
 
 
※

 
 
 
 
 
 
 
左
門
府
（
道
長
）
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

 
花
落
林
間
枝
漸
空
、
多
看
漢
々
麗
レ
舟
紅
。

 
 
※

 
夜
寒
二
号
浦
心
耳
一
｝
紅
雨
｝
、
春
期
二
柳
堤
一
旬
二
架
風
一
。

 
※
 
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

 
萢
当
馬
紅
霞
乱
虞
、
子
猷
行
過
雪
飛
中
。

更
継
二
濃
艶
騨
レ
樟
、
興
疑
無
二
吟
蓉
一
・

〔
訓
読
〕
林
花
落
ち
て
舟
に
麗
（
そ
そ
）
ぐ
。
〈
「
風
」
を
以
て
韻
と
為
す
。
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左
相
府
（
道
長
）

 
花
落
ち
林
間
枝
（
え
だ
）
漸
（
や
う
や
）
く
空
し
く
、
多
く
看
る
漠
々
と
し

て
舟
に
麗
ぐ
紅
（
く
れ
な
み
）
。
夜
（
よ
る
）
に
桃
の
浦
（
き
し
べ
）
に
維
（
つ

な
）
が
ん
と
す
れ
ば
紅
雨
に
瓢
（
た
だ
よ
）
ひ
、
春
（
は
る
）
に
柳
の
堤
に
礒

．
．
（
つ
）
け
ん
と
す
れ
ば
紮
風
（
じ
ょ
ふ
う
）
に
送
ら
る
。
萢
姦
（
は
ん
れ
い
）

は
泊
め
て
迷
ふ
霞
乱
（
か
ら
ん
）
の
庭
（
と
こ
ろ
）
、
子
猷
（
し
い
う
）
は
行

き
て
過
ぐ
雪
飛
（
せ
っ
ぴ
）
の
比
ゆ
更
に
濃
艶
（
の
う
え
ん
）
な
る
に
耽
（
ふ

け
）
ら
ん
と
し
て
暫
（
し
ば
ら
）
く
樟
（
さ
を
）
を
停
（
と
ど
）
め
、
興
（
き

ょ
う
）
引
（
の
）
び
て
鎮
（
な
が
）
く
吟
詠
の
翁
と
為
る
。

〔
通
釈
〕
林
花
が
散
っ
て
舟
に
ふ
り
注
ぐ
。
〈
「
風
」
字
と
韻
字
と
す
る
。
・
V

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左
大
臣
（
道
長
）

 
花
が
散
っ
て
、
木
々
の
枝
も
次
第
に
寂
し
く
は
な
る
が
、
今
を
盛
り
と
し
て

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
舟
に
ふ
り
注
ぐ
そ
の
紅
い
花
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
春
の

夜
に
、
桃
の
花
咲
く
岸
辺
に
繋
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
舟
は
そ
の
紅
い
花
の
乱
れ

，
散
る
雨
の
中
で
さ
ま
よ
い
漂
う
。
青
柳
の
堤
に
着
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
舟
は
そ

の
白
い
柳
紫
（
り
ゅ
う
じ
ょ
）
を
吹
き
散
ら
す
風
に
押
し
も
ど
さ
れ
る
。
そ
れ

は
、
ま
る
で
、
あ
の
萢
諮
が
江
湖
に
浮
か
び
、
舟
を
と
め
よ
う
と
し
て
一
面
の

霞
に
行
方
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
よ
う
で
も
あ
り
、
あ
の
子
猷
が
隠
者
の

戴
逡
（
た
い
き
）
に
逢
い
た
く
な
り
、
雪
の
降
り
し
き
る
中
を
小
舟
に
乗
っ
て

行
っ
た
時
の
よ
う
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
艶
（
あ
で
）
や
か
で
美
し
い
景
色

に
浸
り
き
ろ
う
と
舟
を
と
め
れ
ば
、
興
趣
は
一
向
に
冷
め
や
ら
ず
、
わ
た
し
を

し
て
い
つ
ま
で
も
吟
詠
の
翁
の
ま
ま
に
さ
せ
て
お
く
こ
と
だ
。

〔
校
異
）
○
以
風
威
韻
⊥
底
 
に
は
、
「
ぐ
風
ぐ
ζ
」
と
あ
り
。
今
、
瀬
一
に
従

う
。
○
駆
逐
府
⊥
圓
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
世
一
に
よ
り
補
う
。
な
お
、

頗
＝
断
＝
国
に
は
「
道
長
」
の
二
字
を
注
す
。
○
多
糖
漠
々
麗
舟
紅
⊥
底
「
は
、

「
看
」
．
字
以
外
は
判
読
不
能
に
つ
き
、
騙
一
に
よ
り
補
う
。
○
維
⊥
國
は
、
こ
層
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の
右
横
に
「
ツ
ナ
ク
」
の
三
字
の
傍
訓
あ
り
。
○
萢
⊥
底
一
は
、
こ
の
右
横
に

 
「
ハ
ム
」
の
二
字
の
傍
訓
あ
り
。
○
猷
⊥
題
は
、
「
猷
」
字
に
作
る
。
誤
字
。
．

な
お
、
｝
類
こ
邸
は
、
こ
の
頸
元
に
「
萢
塁
塞
迷
二
尊
乱
虎
一
、
子
猷
行
過
二
雪
飛

中
皿
。
」
と
返
り
点
を
付
す
。
今
、
園
一
に
従
う
。
○
耽
⊥
類
＝
噺
＝
囹
＝
廻
は
、

と
も
に
「
耽
」
字
に
作
る
。
「
耽
」
は
「
耽
」
の
俗
字
。
○
暫
⊥
圓
「
は
、
-
こ

の
右
横
に
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
の
四
字
の
傍
訓
あ
り
。
今
、
従
わ
な
い
。
○
引
-

腐
「
は
こ
の
右
横
下
に
刀
ア
」
一
字
を
送
る
。
○
鎮
⊥
國
は
、
こ
の
右
横
下
に

 
「
二
」
一
字
を
送
る
。
今
、
従
わ
な
い
。
○
詠
⊥
國
は
、
こ
の
右
横
下
に
「
ノ
」

 一

嘯
�
翌
驕
B
'
な
お
、
而
「
は
「
詠
」
字
に
作
る
。
「
詠
」
の
俗
字
。

〔
語
釈
〕

○
林
花
落
麗
舟
 
訴
訟
。
出
典
未
詳
。
な
お
、
こ
の
時
の
作
文
会
は
、
寛
弘
四

年
（
一
〇
〇
七
）
三
月
二
十
日
に
道
長
第
で
行
な
わ
れ
た
も
の
。
『
御
堂
関
白

記
」
」
の
同
日
め
条
に
は
、
「
雨
下
（
ふ
）
ル
。
去
ル
三
日
ヨ
リ
後
、
雨
下
ラ
ザ

ル
ニ
、
深
雨
ア
リ
。
 
（
中
略
）
夜
二
，
入
り
テ
出
デ
ン
ト
ス
ル
間
、
雨
甚
ダ
盛
ン

，
ナ
リ
。
左
衛
門
督
（
公
任
）
・
源
中
納
言
（
俊
賢
）
共
二
来
旨
リ
テ
、
作
文
（
さ

く
も
ん
）
ス
。
題
ハ
林
花
落
麗
舟
、
（
韻
字
は
）
．
風
ナ
リ
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、

 
「
軍
記
』
の
同
年
同
月
二
十
一
日
の
条
に
も
、
「
左
府
（
左
相
思
・
道
藩
邸
）

ニ
テ
去
夕
（
さ
く
ゆ
う
）
ヨ
リ
作
文
ス
。
事
了
（
を
）
ハ
リ
テ
退
出
ス
。
」
と

あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
'

○
層
相
府
 
左
大
臣
の
唐
名
。
藤
原
道
長
を
さ
す
。
寛
弘
四
年
当
時
、
四
十
二

歳
の
道
長
は
、
正
二
位
・
内
覧
・
左
大
臣
で
あ
る
。

○
漠
々
（
ば
く
ば
く
）
 
こ
こ
で
は
、
連
な
っ
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。

○
夜
 
 
「
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
に
A
「
夜
学
入
リ
テ
…
…
作
文
ス
。
」
と
あ

る
。
な
お
、
と
こ
で
は
、
対
語
の
「
春
」
と
と
も
に
、
 
「
春
夜
」
と
し
て
訳
し

た
。○

紅
雨
 
こ
こ
で
は
、
雨
の
中
で
、
紅
い
桃
花
の
散
る
様
子
を
い
う
。
軍
略
の

．
「
将
進
行
」
に
、
「
況
ン
や
是
レ
青
春
（
美
し
い
春
）
ノ
日
ハ
将
（
ま
さ
）
二
郎

レ
ン
ト
シ
、
桃
花
ソ
乱
落
ス
ル
コ
ト
紅
雨
ノ
如
キ
ヲ
ヤ
。
」
と
あ
る
。
な
お
、

「
御
堂
関
白
記
」
の
記
事
に
よ
る
と
、
当
日
は
雨
が
降
り
、
夜
に
な
っ
て
、
そ

れ
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
れ
故
に
、
こ
こ
の
「
紅
雨
」

は
、
李
賀
の
詩
の
そ
れ
の
よ
う
に
、
単
に
、
紅
い
桃
花
の
散
る
様
子
を
比
喩
し

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
対
語
で
あ
る
「
紫
風
」
と
と
も
に
、
実
景
乏
も
考
え

ら
れ
る
。
実
際
に
雨
も
激
し
く
降
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
礒
（
ぎ
）
 
船
を
岸
に
つ
け
る
。
船
を
つ
な
ぐ
。

○
紫
（
じ
ょ
）
 
柳
紫
。
柳
の
白
い
綿
毛
を
も
っ
た
種
子
。
風
に
よ
っ
て
綿
の

よ
う
に
飛
び
散
る
。

○
萢
姦
泊
迷
霞
乱
塵
 
「
萢
蓋
」
は
、
春
秋
時
代
の
越
の
功
臣
。
字
は
画
伯
。

三
王
の
勾
践
（
こ
う
せ
ん
）
を
助
け
、
単
三
の
夫
差
を
討
っ
て
会
稽
（
か
い
け

い
）
の
恥
を
す
す
い
だ
。
後
に
官
を
辞
し
て
斉
（
山
東
省
）
に
行
き
、
姓
名
を

改
め
て
鴉
夷
甲
皮
（
し
い
し
ひ
）
と
言
っ
た
。
ま
た
陶
（
山
東
省
）
に
移
住
し

て
陶
朱
公
と
自
称
し
、
巨
万
の
財
を
な
し
た
。
「
泊
迷
」
は
、
萢
蟄
が
越
王
の
門

下
を
助
け
て
呉
を
滅
ぼ
し
た
後
に
、
姓
名
々
改
め
て
江
湖
に
浮
か
ん
だ
故
事
。

 
『
史
記
』
に
は
、
「
乃
チ
扁
舟
二
乗
リ
テ
江
湖
二
浮
カ
ビ
、
名
ヲ
変
へ
姓
ヲ

易
（
か
）
フ
。
斉
二
適
キ
テ
鴉
量
子
皮
ト
為
り
、
陶
二
之
（
ゆ
）
キ
テ
朱
公
ト

為
ル
。
」
〈
「
貨
殖
列
伝
」
第
六
十
九
V
と
あ
り
、
．
『
国
語
」
に
は
、
「
遂
二

軽
舟
二
乗
リ
テ
、
以
テ
五
湖
二
身
カ
ブ
。
其
ノ
終
極
ス
ル
所
ヲ
知
ル
莫
シ
。
」

〈
「
越
語
」
下
〉
と
あ
る
。
ま
た
、
「
呉
越
春
秋
』
に
は
、
「
乃
チ
扁
舟
二
乗

リ
、
三
江
二
士
デ
テ
五
湖
二
入
ル
。
人
ハ
其
ノ
適
（
ゆ
）
ク
所
ヲ
知
ル
莫
シ
。
」
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〈
下
巻
・
第
十
「
勾
践
伐
呉
外
伝
」
V
と
あ
る
。
な
お
、
「
紅
熱
」
に
も
「
重

三
尋
常
」
の
標
題
で
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
「
（
前
略
）
以
為
（
お
も
）

ヘ
ラ
ク
、
大
名
ノ
下
、
以
テ
久
シ
ク
居
り
難
シ
。
且
ツ
勾
践
ハ
与
（
と
も
）
二

二
ヒ
ヲ
同
ジ
ウ
ス
可
キ
モ
《
与
二
安
キ
ニ
処
（
を
）
リ
難
シ
、
ト
。
乃
チ
其
ノ
軽

宝
珠
玉
ヲ
装
ヒ
、
其
ノ
私
ノ
徒
属
ト
舟
二
乗
リ
海
二
浮
カ
ビ
テ
以
テ
行
（
さ
）

リ
、
終
二
反
ラ
ズ
。
斉
二
適
キ
姓
名
ヲ
変
へ
、
自
ラ
鴉
夷
二
皮
ト
謂
フ
。
（
後

略
）
」
と
あ
り
、
前
者
の
三
つ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
間
の
事
情
が
よ
り
具
体

的
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
霞
乱
」
と
い
う
語
句
は
、
こ
こ
に
も
見
え
な
い
。
出

典
未
詳
。
例
え
ば
、
「
呉
越
春
秋
」
中
の
焔
人
望
其
ノ
適
ク
所
ヲ
知
ル
莫
シ
コ
」

の
部
分
を
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
も
の
か
。
萢
蟄
の
伝
言
は
、
「
列
言
伝
」
申
に

も
見
ら
れ
る
。

○
子
猷
行
過
雪
飛
下
 
「
子
猷
」
は
、
晋
の
王
献
之
（
三
四
四
一
三
八
八
）
の

こ
と
。
字
は
子
猷
。
王
義
之
の
子
で
あ
る
。
こ
の
王
献
之
の
故
事
は
、
「
世
説

新
語
』
に
は
、
「
王
子
猷
、
山
陰
上
書
リ
シ
ト
キ
、
事
大
イ
ニ
雪
フ
ル
。
眼
覚

（
さ
）
メ
テ
室
ヲ
開
キ
、
命
ジ
テ
酒
ヲ
酌
（
く
）
マ
シ
ム
ル
ニ
、
四
望
豪
然
タ

リ
。
因
り
テ
起
チ
テ
言
説
シ
、
省
思
（
西
諸
の
文
人
）
ノ
招
隠
詩
ヲ
詠
ジ
、
忽

チ
戴
安
平
（
戴
達
）
ヲ
憶
フ
。
時
二
戴
ハ
刻
（
せ
ん
・
三
山
）
二
在
リ
。
即
便

（
す
な
は
）
チ
夜
小
船
二
乗
リ
テ
之
引
臼
キ
、
経
説
（
一
晩
か
か
る
）
シ
テ
方
、

（
は
じ
め
）
テ
至
ル
。
門
閥
造
（
い
た
）
リ
テ
前
（
す
す
）
マ
ズ
シ
テ
返
ル
。

人
、
其
ノ
故
ヲ
問
フ
ニ
、
王
日
ク
、
吾
本
ヨ
リ
興
二
乗
ジ
テ
行
キ
、
三
三
キ
テ

返
ル
。
．
何
ゾ
必
ズ
シ
モ
戴
ヲ
見
ン
ヤ
、
ト
位
」
〈
「
任
誕
」
篇
V
と
あ
る
。
ま

た
、
『
蘭
書
』
の
本
伝
く
列
伝
第
五
十
V
に
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
故
事
が
引
か
れ

て
い
る
が
、
「
嘗
（
か
つ
）
テ
山
陰
団
居
リ
シ
ト
キ
、
夜
駆
（
や
せ
つ
）
初
メ

テ
霧
［
（
は
）
レ
、
月
色
清
朗
、
四
望
皓
然
タ
リ
。
（
後
略
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
四

そ
の
最
初
の
部
分
が
少
し
く
異
な
る
。
「
世
説
」
の
場
合
に
は
、
な
お
雪
が
降

り
続
い
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
、
も
う
雪
は
止
み
、

月
も
出
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
蒙
求
』
に
も
「
子
猷
尋
戴
」
の

標
題
で
こ
の
故
事
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は
、
ま
っ
た
く
「
慰
書
』

と
同
じ
で
あ
る
。

 
「
行
過
雪
飛
中
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
雪
は
降
り
続
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
『
早
書
」
や
『
曲
面
』
か
ら
の
発
想
で
は
、
こ
う
し
た
詩
語
は
生
ま
れ
て

く
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
故
事
を
引
く
に
あ
た
っ
て
、
作
者
の
道
長
は
、
「
世

説
」
を
直
接
に
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
平
安
朝
漢
詩
人
の
故
事
引
用
の
態
度
・

出
典
に
関
す
る
問
題
で
も
あ
り
、
興
味
が
も
て
る
）
。
つ
い
で
に
付
言
し
て
お

く
と
、
後
世
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
南
宋
の
王
象
之
の
撰
に
な
る
「
輿
地
紀

勝
」
に
は
、
「
刻
時
（
せ
ん
け
い
）
パ
瞬
県
ノ
南
一
百
五
十
歩
二
在
リ
。
王
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

猷
、
剣
漢
二
在
リ
シ
ト
キ
、
雪
中
二
小
舟
二
乗
リ
テ
戴
ヲ
訪
ヌ
。
今
人
称
シ
テ

戴
漢
ト
為
シ
、
又
雪
漢
ト
名
ヅ
ク
。
」
〈
巻
十
V
と
あ
る
。

○
濃
艶
 
あ
で
や
か
で
美
し
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
桃
花
の
散
る
様
子
を
言
う
。

○
引
 
の
び
る
。
盛
ん
に
な
る
。
「
国
語
』
の
斉
の
桓
公
の
言
葉
申
に
、
「
是
（
こ

こ
）
ヲ
以
テ
国
家
ハ
日
二
引
（
の
）
ビ
ズ
、
月
二
長
（
ま
）
サ
ズ
。
」
〈
「
難

語
」
〉
と
あ
り
、
呉
の
章
昭
の
注
に
「
引
ハ
申
ナ
リ
。
長
ハ
益
ナ
リ
。
」
と

あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
に
従
う
。
こ
こ
で
は
、
作
者
の
興
味
が
い
つ
ま
で
も
続
く

意
。
'

○
鎮
 
つ
ね
に
。
な
が
く
。
久
し
く
。
鎮
は
塵
に
通
じ
、
塵
は
陳
に
通
ず
。
清

の
朱
導
引
の
．
「
説
文
通
訓
定
声
』
に
も
、
「
爾
雅
ノ
釈
詰
二
、
塵
ハ
久
ナ
リ
、

ト
。
今
人
、
時
ノ
久
シ
キ
ヲ
謂
ヒ
テ
、
鎮
日
・
鎮
年
ト
日
ヒ
、
鎮
ヲ
以
テ
之
レ

一
為
（
つ
く
）
ル
。
皆
飛
越
ナ
リ
。
」
と
あ
る
。
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○
吟
詠
翁
 
詩
歌
を
作
り
う
た
う
翁
（
お
き
な
）
。
こ
こ
で
は
、
作
者
自
身
を

さ
す
。

F
〔
作
者
〕
藤
原
道
長
（
康
保
三
年
i
万
寿
四
年
。
六
十
二
歳
）
は
、
師
輔
の
孫

で
、
」
兼
家
の
第
五
男
。
冷
泉
・
円
融
・
花
山
・
一
条
二
二
条
の
五
朝
に
仕
え
、

官
は
摂
政
太
政
大
臣
に
至
っ
た
。
世
に
御
堂
関
白
・
法
成
寺
摂
政
と
言
う
。

 
そ
の
人
と
な
り
は
、
「
栄
花
物
語
』
に
も
「
か
や
う
に
こ
そ
は
お
は
し
ま
さ

ふ
め
る
に
、
た
だ
発
御
位
も
あ
る
が
中
に
い
と
浅
く
、
御
年
な
ど
も
よ
う
つ
の

御
捻
に
お
は
す
れ
ど
、
い
か
な
る
ふ
し
を
か
見
奉
る
ら
ん
、
世
の
人
、
こ
の
三

位
殿
（
道
長
）
を
や
む
ご
と
な
き
も
の
に
ぞ
、
同
じ
家
の
子
の
御
中
に
も
、
人

ご
と
に
申
し
思
ひ
た
る
。
」
〈
「
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
」
V
と
あ
り
、
ま
た
、

 
『
愚
管
抄
』
に
も
「
コ
ノ
ー
ヲ
ヂ
ノ
大
納
言
（
道
長
）
、
其
（
ノ
）
器
量
抜
群
ニ

シ
テ
世
モ
人
モ
ユ
ル
シ
タ
リ
ケ
リ
。
」
〈
巻
三
「
一
条
」
V
と
あ
る
よ
う
に
、

若
く
し
て
世
に
優
れ
、
人
望
も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
条
朝
に
お
い
・
て
は
、

 
「
一
条
天
皇
ナ
ル
者
ハ
…
…
時
ノ
人
ヲ
得
ル
ヤ
、
斯
（
こ
こ
）
日
記
イ
テ
盛
り

ト
為
ス
。
親
王
ニ
ハ
則
チ
後
中
書
王
く
具
平
親
王
）
、
上
馬
（
宰
相
）
天
気
則

チ
左
相
（
道
長
）
・
儀
容
三
司
（
伊
周
）
：
一
…
朝
（
あ
し
た
）
二
廊
廟
（
表
御

殿
）
二
抗
議
（
政
策
を
議
論
）
シ
、
夕
（
ゆ
う
べ
）
二
風
月
二
預
参
（
楽
し
み

遊
ぶ
）
ス
。
…
…
皆
是
レ
天
下
ノ
一
物
ナ
リ
。
」
八
．
『
続
本
朝
往
生
伝
」
V
と

あ
る
よ
う
に
、
道
長
は
、
・
政
治
的
な
方
面
に
於
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
詩

歌
・
管
弦
な
ど
の
文
化
的
な
方
面
に
於
い
て
も
「
天
下
ノ
一
物
」
中
の
「
一
物
」

、
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

 
道
長
は
詩
歌
に
も
優
れ
て
い
た
。
『
大
鏡
」
に
は
、
「
こ
の
殿
（
道
長
）
、
事

に
ふ
れ
て
あ
そ
ば
せ
る
詩
・
和
歌
な
ど
、
居
易
（
白
楽
天
）
・
赤
人
・
人
丸
・
躬

恒
・
貫
之
と
い
ふ
と
も
、
え
思
ひ
よ
ら
ざ
り
け
む
、
と
こ
そ
お
ぼ
え
は
べ
れ
。
」

〈
「
道
長
」
伝
V
と
い
い
、
彼
の
詩
歌
の
才
能
が
人
並
み
以
上
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

 
例
え
ば
、
「
大
鏡
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
載
せ
て
い
る
。
道

長
が
ま
だ
若
か
っ
た
頃
、
四
条
大
納
言
の
公
任
と
い
え
ば
詩
歌
両
船
の
才
人
と

し
て
世
に
称
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
彼
を
称
賛
し
て
、
兼
家
が
「
い
か
で

か
か
ら
む
。
羨
ま
し
く
も
あ
る
か
な
。
我
が
子
ど
も
の
、
影
だ
に
ふ
む
べ
く
も

あ
ら
ぬ
こ
そ
口
を
し
け
れ
。
」
〈
「
道
長
」
伝
〉
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
を
耳
に

し
た
兄
の
道
隆
や
道
兼
は
、
「
げ
に
さ
も
と
や
思
す
ら
む
と
、
は
っ
か
し
げ
な

る
御
気
色
に
て
、
物
も
の
た
ま
は
ぬ
」
よ
う
な
有
り
様
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
年
若
い
弟
の
道
長
だ
け
は
、
「
影
を
ば
ふ
ま
で
、
つ
ら
を
や
ふ
ま
ぬ
。
」

と
言
っ
て
の
け
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
確
か
に
、
道
長
と
い
う
人
物
が
若
い
頃
か
ら
負
け
ず

嫌
い
な
性
格
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

彼
自
身
が
、
早
く
か
ら
自
分
の
詩
歌
の
才
能
を
そ
れ
だ
け
高
く
評
価
し
て
い
た

ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
も
暗
示
さ
せ
て
く
れ
て
、
興
味
深
い
。
こ
の
「
つ
ら
を

や
ふ
ま
ぬ
。
」
と
い
う
道
長
の
言
葉
が
、
単
に
公
任
に
対
す
る
政
治
的
な
優
越

を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
的
な
そ
れ
を
も
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
道
長
は
、
漢
詩
文
に
も
常
に
重
大
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
ら
し
い
。
大
江
平

衡
は
、
『
属
吏
部
集
』
の
中
で
＾
「
左
相
馬
ナ
ル
者
ハ
、
王
佐
（
王
者
の
補
佐
）

ノ
重
器
ナ
リ
。
礼
楽
（
儒
教
的
な
徳
目
）
ノ
中
ホ
ド
衰
ヘ
タ
ル
ヲ
産
立
シ
、
文

章
（
漢
文
学
）
ノ
殆
ド
絶
エ
ナ
ン
ト
ス
ル
ヲ
彌
縫
（
繕
い
縫
う
こ
と
）
セ
リ
。

四
方
山
詞
（
と
）
ヒ
テ
露
才
ヲ
挙
ゲ
ン
ト
シ
テ
、
漢
ノ
公
孫
丞
相
ノ
東
閤
ヲ
開

キ
（
前
漢
の
公
孫
弘
が
丞
相
と
な
り
、
賢
人
を
招
こ
う
と
し
て
東
方
の
小
門
を

（50）



開
い
た
よ
う
に
す
る
。
）
、
三
友
（
琴
と
詩
と
酒
）
ヲ
携
ヘ
テ
風
景
ヲ
賞
セ
ン
ト

シ
テ
、
唐
ノ
太
子
賓
客
ノ
北
窓
ヲ
写
ス
（
唐
の
白
楽
天
の
「
北
窓
三
友
」
の
詩

の
よ
う
に
す
る
。
）
。
是
（
こ
こ
）
二
十
イ
テ
、
素
秋
（
秋
の
別
名
）
季
月
（
九

月
）
、
暇
日
涼
天
二
、
詞
人
ノ
綺
靡
（
き
び
・
華
美
Y
ナ
ル
ヲ
選
ビ
、
気
序
（
気

候
）
ノ
薫
条
（
も
の
さ
び
し
い
さ
ま
）
タ
ル
ヲ
惜
シ
ム
。
金
章
紫
綬
（
貴
顕
の

人
々
）
ハ
、
嘉
招
二
応
ジ
テ
風
ノ
ゴ
ふ
ク
来
タ
リ
、
子
墨
客
卿
（
文
人
墨
客
）

ハ
、
秘
思
ヲ
蓄
ヘ
テ
霧
ノ
ゴ
ト
ク
集
フ
。
（
後
略
）
」
〈
下
巻
。
「
暮
秋
二
暮
相

府
ノ
書
閣
二
陪
シ
…
…
」
の
詩
序
〉
と
言
っ
て
い
る
。

 
勿
論
、
そ
こ
に
は
詩
序
と
し
て
の
修
飾
を
も
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
こ
の
中
で
、
匡
衡
が
「
礼
楽
ノ
中
ホ
ド
衰
ヘ
タ
ル
ヲ
興
立
シ
、
文
章
ノ
殆

ド
絶
エ
ナ
ン
ト
ス
ル
ヲ
彌
縫
セ
リ
。
」
と
言
っ
て
、
道
長
を
称
賛
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
道
長
が
、
儒
教
的
な
礼
楽
を
中
興
し
、
漢
文
学
を

再
び
盛
ん
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
「
具
体
的
に
は
、
道
長
が

左
大
臣
と
な
っ
て
か
ら
、
前
漢
の
公
孫
弘
の
よ
う
に
し
き
り
に
賢
人
を
招
い
た

事
実
を
指
し
、
後
者
の
場
合
、
具
体
歯
に
は
、
道
長
が
唐
の
白
楽
天
の
よ
う
に
'

三
友
を
手
に
し
て
詩
宴
を
開
き
、
し
き
り
に
風
景
の
美
し
さ
を
観
賞
し
た
事
実

を
指
す
、
と
匡
衡
は
言
っ
て
い
る
。

 
な
お
、
着
長
が
、
儒
教
的
な
礼
楽
を
中
興
し
、
漢
文
学
を
再
び
盛
ん
に
し

た
と
い
う
こ
と
を
、
匡
衡
は
そ
の
外
の
詩
序
で
も
言
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

 
「
（
前
略
）
我
が
字
溝
（
道
長
）
、
賢
ヲ
薦
ム
ル
ノ
楽
調
ハ
妙
ナ
リ
、
政
典
ヲ

以
テ
琴
箏
ト
春
闘
バ
ナ
リ
。
才
ヲ
養
フ
ノ
興
味
ハ
濃
（
こ
ま
）
ヤ
カ
ナ
リ
、
道

徳
ヲ
以
テ
梨
喪
ト
為
セ
バ
ナ
リ
。
何
ゾ
唯
二
妙
義
清
歌
ノ
耳
目
ヲ
悦
バ
シ
、
無

品
玉
葱
（
美
味
な
御
馳
走
）
ノ
盃
盤
ヲ
堆
（
う
っ
た
か
）
ク
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン

層
ヤ
。
（
後
略
）
」
〈
『
江
八
部
集
」
上
巻
。
 
「
三
月
三
日
、
左
二
黒
ノ
曲
水
ノ

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
 
四

七
二
侍
シ
…
…
」
の
詩
序
V
と
言
い
、
「
二
相
府
尊
閤
（
道
長
）
ナ
ル
者
ハ
、

希
代
栄
貴
ノ
器
ナ
リ
。
思
量
（
世
俗
）
二
居
レ
バ
王
者
ノ
親
臨
（
外
戚
）
為
（
た
）

リ
、
法
門
二
入
レ
バ
如
来
ノ
弟
子
為
リ
。
文
場
（
作
文
会
）
二
遊
べ
バ
花
月
ノ
主

治
リ
、
朝
廷
二
在
レ
バ
社
櫻
ノ
臣
為
リ
。
 
（
後
略
）
」
〈
同
上
。
 
「
夏
夜
二
左

心
府
ノ
池
亭
二
陪
シ
テ
庚
申
ヲ
守
り
：
・
日
．
．
」
の
詩
序
V
と
言
っ
て
い
る
。

 
一
条
朝
の
大
儒
・
大
江
匡
衡
の
こ
れ
ら
の
言
葉
を
見
る
と
、
道
長
は
、
儒
教

的
な
礼
楽
を
中
興
し
、
漢
文
学
を
再
び
盛
ん
に
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
前
者
は
と
に
か
く
、
後
者
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
彼
の
言
葉
は
、
あ
る
意
味

で
的
八
ま
と
）
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
確
か
に
、
道
長
が
左
大
臣
で

あ
っ
た
（
長
徳
二
年
七
月
任
）
時
期
、
と
り
わ
け
一
条
期
の
長
保
・
寛
弘
年
間

（
九
九
九
1
一
、
○
＝
）
は
、
平
安
朝
漢
文
学
に
於
け
る
三
つ
の
ピ
；
ク
の
う
、

ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
平
安
後
期
の
代
表
的
な
文
人
・

大
江
匡
房
は
、
平
安
朝
漢
文
学
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
触
れ
、
「
我
が
朝
ハ

弘
仁
・
承
和
二
起
コ
リ
、
．
貞
観
・
延
喜
二
等
ン
ニ
シ
テ
、
承
平
・
天
暦
二
中
興
「

シ
、
再
ビ
長
保
・
寛
弘
二
昌
（
さ
か
）
ン
ナ
リ
。
」
〈
「
詩
境
記
」
V
と
言
っ

て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
「
再
ビ
長
保
・
寛
弘
二
昌
ン
ナ
リ
。
」
と
言
及
さ
れ
た
こ
の
時
期
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
馬
左
大
臣
・
道
長
の
時
代
な
の
で
あ
る
。
道
長
が
左
大
臣
に
就
任

し
た
の
は
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
・
三
十
一
歳
の
時
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
、

彼
は
、
公
式
な
宮
申
で
の
作
文
会
に
出
席
す
る
だ
け
で
な
く
、
個
人
的
に
も
数

多
く
め
作
文
会
を
開
催
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
御
堂
関
白
記
」
や
『
小
右
記
」

の
記
事
を
見
る
と
、
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
・
九
月
二
日
の
も
の
か
ら
寛
仁
三
年

（一

Z
一
九
）
九
月
十
八
日
の
も
の
ま
で
、
実
に
六
十
六
回
く
酒
井
み
さ
を
「
藤

原
道
長
と
文
学
」
・
「
平
安
朝
文
学
の
諸
問
題
』
所
収
V
も
の
公
私
の
作
文
会
の
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開
催
が
確
認
で
送
る
と
い
う
。
そ
の
回
数
の
多
さ
に
は
、
改
め
て
驚
か
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
の
回
数
は
、
同
時
期
の
和
歌
会
の
四
十
一
回
く
同
上
V
を
は
る
か

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
と
り
わ
け
、
長
保
・
寛
弘
年
間
に
そ
れ
が
集
申
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
（
上

記
の
回
数
の
う
ち
五
十
一
回
）
が
、
恐
ら
く
、
こ
の
事
を
、
「
再
ビ
長
保
・
寛

弘
二
昌
ン
ナ
リ
。
」
と
の
二
重
の
言
葉
は
、
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
確

か
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
数
多
く
の
作
文
会
が
、
あ
た
か
も
道
長
の
政
治
的
安

定
度
に
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

 
道
長
は
、
そ
の
漢
文
学
的
な
才
能
・
性
向
か
ら
言
っ
て
も
、
ま
た
、
そ
の
政

治
的
な
身
分
・
地
位
か
ら
言
っ
て
も
、
当
時
の
漢
文
学
サ
ロ
ン
を
主
催
す
る
の

に
十
分
な
資
格
を
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
実
際
に
、
当
時
の
漢
文
学
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
た
の
で
あ
る
び

 
な
お
、
江
戸
初
期
の
漢
学
者
・
林
春
斎
（
鷲
峰
）
は
、
道
長
を
評
し
て
次
の

よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

 
「
林
子
日
ク
、
藤
氏
ノ
権
勢
ハ
道
長
二
至
リ
テ
彌
（
い
よ
）
イ
ヨ
盛
ン
ナ

 
リ
。
前
壷
一
人
（
天
皇
）
ヲ
侮
り
、
下
描
四
海
ヲ
領
ス
。
男
ハ
丞
相
ト
為

 
リ
、
女
ハ
后
妃
ト
為
ル
。
世
継
ノ
翁
ノ
物
語
（
『
大
鏡
』
）
三
巻
、
半
バ
バ

 
是
レ
道
長
ノ
事
理
シ
テ
、
愛
染
（
赤
出
右
衛
門
）
ノ
栄
華
物
語
四
十
巻
、
本

 
ヨ
リ
是
レ
道
長
ノ
華
・
美
ヲ
言
ハ
ン
が
為
二
之
レ
ヲ
作
ル
。
其
ノ
強
大
ニ
シ
テ

 
潜
上
、
贈
位
（
あ
げ
て
数
え
る
）
ス
可
カ
ラ
ズ
。
曽
（
か
つ
）
テ
法
成
寺
ノ

 
大
伽
藍
ヲ
管
ス
。
三
二
俗
二
道
長
ヲ
称
シ
テ
御
堂
ノ
関
白
ト
日
フ
。
奢
修
此

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
（
か
く
）
ノ
如
キ
モ
、
詩
ヲ
好
ミ
且
ツ
書
ヲ
能
ク
ス
。
亦
タ
奇
ナ
ラ
ズ
ヤ
。

 
（
後
略
）
」
〈
「
本
朝
一
人
一
首
』
巻
五
V

 
ま
た
、
江
戸
末
期
の
漢
学
者
・
江
村
北
海
も
、
「
藤
原
氏
の
権
勢
は
、
太
政

大
臣
道
長
に
至
り
て
、
窮
極
磁
歪
な
り
。
所
謂
男
は
公
、
女
は
后
、
富
帝
室
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む

途
ゆ
る
も
の
、
其
の
修
麗
豪
華
、
一
時
に
震
耀
す
。
而
し
て
其
の
人
は
詩
を
好

むみ
書
を
善
く
す
。
亦
た
嘉
尚
す
べ
し
。
公
嘗
て
法
成
寺
を
創
す
。
世
に
御
堂
公

と
称
す
。
 
（
後
略
）
」
〈
『
日
本
詩
史
』
・
西
沢
道
寛
訳
V
と
言
っ
て
道
長
を

評
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
さ
き
の
林
檎
峰
の
評
と
、
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。

 
道
長
の
詩
は
、
七
首
現
存
。
そ
の
う
ち
六
首
は
、
『
本
朝
麗
藻
」
に
見
え
る
。

（
上
）
5
・
1
2
・
4
7
、
 
（
下
）
6
5
・
8
7
・
斯
。
現
存
の
回
数
か
ら
見
る
と
、
大

江
翰
墨
の
二
十
首
・
中
書
王
（
具
平
親
王
）
の
十
八
首
・
儀
同
三
司
（
坐
乗
）

の
十
五
首
・
藤
原
為
時
の
十
三
首
・
左
金
吾
（
公
任
）
の
十
一
首
・
勘
解
相
公

（
有
国
）
の
十
首
・
源
為
憲
の
九
首
・
源
孝
道
の
七
首
・
高
階
積
善
の
七
首
に

次
ぎ
、
御
製
 
（
一
条
天
皇
）
 
の
六
首
と
と
も
に
第
十
番
目
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 

他
の
一
首
は
、
『
江
吏
部
集
』
〈
巻
中
V
に
見
え
る
七
言
絶
句
。
大
江
匡
衡

が
三
官
（
東
宮
学
士
・
式
部
権
大
輔
・
尾
張
権
守
）
に
就
任
し
た
こ
と
を
慶
賀
し

て
贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
詩
句
申
に
「
尾
州
二
再
ビ
民
ヲ
撫
ス
ル
ノ
人
ト
作
（
な
）

ル
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
匡
衡
が
二
度
目
に
尾
張
権
守
に
な
っ
た
長
保
三
年

（一

Z
〇
一
）
正
月
二
十
四
日
〈
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
〉
の
時
の
作
品

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
道
長
は
三
十
六
歳
。

〔
評
説
〕
七
言
律
詩
ぴ
韻
字
は
、
空
・
紅
・
風
・
中
・
翁
（
「
広
韻
」
の
上
平

声
・
一
束
）
。

 
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
F
こ
の
詩
は
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
三
月
二
十

日
の
夜
に
道
長
邸
で
開
か
れ
た
作
文
会
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
『
御
堂
関
白
記
」
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に
よ
れ
ば
、
当
日
は
雨
天
で
、
夜
に
な
っ
て
雨
が
ま
す
ま
す
激
し
く
降
っ
て
き

た
と
い
う
。
ま
た
、
左
衛
門
督
（
公
任
）
と
源
中
納
言
（
俊
賢
）
の
二
人
が
連

れ
だ
っ
て
や
っ
て
来
た
の
で
作
文
会
を
開
い
た
と
も
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
同

席
者
は
こ
の
二
人
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
愚
母
』
の
同
年
三
月
二
十

一
日
の
条
に
は
、
「
左
府
（
左
大
臣
道
長
日
）
ニ
テ
三
夕
（
昨
夜
）
ヨ
リ
作
文

ス
。
事
了
ハ
リ
テ
退
出
ス
。
」
と
あ
り
、
兵
部
卿
の
藤
原
行
成
（
当
時
三
十
六

歳
）
も
出
席
し
て
い
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
本
朝
点
炭
』
で
は
、

こ
の
道
長
の
詩
の
す
ぐ
後
に
、
大
江
早
言
と
高
階
積
善
と
の
同
題
の
詩
が
続
く
・

が
、
彼
等
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
同
席
は
せ
ず
に
、
翌
日
の
講
文
の
時
に
な

っ
て
、
詩
だ
け
を
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
こ
の
時
の
作
文
会
の
講
文
は
、
翌
二
十
一
a
の
「
巳
ノ
時
」
 
（
午
前
九
時
か

ら
同
十
一
時
ま
で
）
に
行
な
わ
れ
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
に
は
、
「
雨

下
（
ふ
）
ル
。
巳
ノ
時
二
講
文
ス
。
勘
解
由
長
官
（
有
国
）
一
右
大
弁
（
説
孝
）

等
身
タ
ゾ
テ
文
ヲ
出
ダ
ス
、
」
と
あ
る
。
仰
文
（
詩
作
の
披
講
）
は
翌
朝
に
行

な
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、

こ
の
時
の
三
文
に
は
、
勘
解
由
長
官
（
兼
播
磨
権
守
）
の
藤
原
有
国
（
当
時

六
十
五
歳
）
や
右
大
弁
の
藤
原
客
年
な
ど
も
出
席
し
、
・
詩
作
を
提
出
し
た
と
い

う
（
な
お
、
こ
の
『
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
に
は
「
等
」
字
が
見
え
る
。
さ
き

の
積
善
と
興
言
も
、
こ
の
時
に
一
緒
に
来
た
も
の
か
。
）
。

 
道
長
は
、
し
ば
し
ば
自
邸
で
作
文
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
決
し
て
大
々
的

な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
か
な
り
日
常
的
で
、
少
人
数
で
で
も
や
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
閏
九
月
十
一
日
の
道
長
第
作
文
は
、

「
上
達
部
四
五
人
来
タ
リ
テ
作
文
ス
。
」
〈
『
御
堂
関
白
記
』
V
と
あ
る
よ
う

に
、
四
五
人
の
来
客
と
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
の
寛
弘
二
年
十
月

『
本
朝
麗
藻
辱
全
注
釈
四

六
日
の
そ
れ
は
、
「
時
々
小
雨
下
ル
。
両
三
ノ
人
々
ト
作
文
ス
。
」
〈
同
上
〉
と

あ
る
よ
う
に
、
わ
ず
か
二
一
二
人
で
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
弘
三
年

十
一
月
二
十
三
日
の
そ
れ
も
、
同
じ
よ
う
に
、
「
両
三
ノ
上
卿
達
来
タ
リ
テ
、

絶
句
ヲ
作
ル
リ
」
〈
同
上
〉
と
あ
り
、
二
一
二
人
で
行
な
っ
て
い
る
。

 
こ
の
、
寛
弘
四
年
三
月
二
十
日
夜
の
作
文
会
も
、
そ
う
し
た
日
常
的
で
小
ぢ

ん
ま
り
と
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
席
者
の
藤
原
公
任

（
当
時
四
十
二
歳
・
従
二
位
中
納
言
・
左
衛
門
督
）
と
源
俊
賢
（
当
時
四
十
八

歳
・
正
三
位
権
中
納
言
・
治
部
卿
）
と
は
、
と
も
に
詩
才
に
優
れ
た
公
卿
文
人

で
あ
る
（
言
う
ま
で
も
な
く
、
両
者
は
『
本
朝
麗
藻
』
の
詩
人
で
、
公
任
は
十

一
首
、
俊
賢
は
二
首
が
入
集
。
）
。
『
続
本
朝
往
生
伝
」
に
も
、
「
九
卿
ニ
ハ
則
チ

右
将
軍
（
右
大
将
）
実
資
．
右
金
吾
．
（
右
衛
門
督
）
斉
信
．
左
金
吾
（
左
衛
門

督
）
公
任
・
源
納
言
俊
賢
・
拾
遺
（
侍
従
）
納
言
行
成
・
左
大
丞
（
左
大
弁
）

扶
義
・
平
納
言
惟
仲
・
霜
台
相
公
（
勘
解
由
長
官
）
有
国
等
ノ
輩
、
朝
（
あ
し

た
）
二
廊
廟
二
抗
議
シ
、
夕
（
ゆ
う
べ
）
二
風
月
二
預
参
ス
。
」
 
と
あ
る
よ
う

に
、
両
者
は
、
と
も
に
一
条
朝
の
「
九
卿
」
の
一
人
で
あ
り
、
「
風
月
」
に
親

し
む
文
人
で
も
あ
っ
た
。

 
当
時
、
道
長
は
四
十
二
歳
、
左
大
臣
正
二
位
で
あ
っ
た
。
競
争
相
手
の
伊
周

は
す
で
に
失
脚
し
て
お
ゆ
、
定
子
皇
后
も
今
は
な
い
。
待
望
の
皇
子
落
成
の
誕

生
は
翌
々
寛
弘
六
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
前
々
年
の
寛
弘

四
年
三
月
当
時
の
道
長
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に
前
途
は
洋
洋
た
る
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

 
寛
弘
四
年
の
道
長
に
つ
い
て
は
、
．
『
栄
花
物
語
」
に
、
「
寛
弘
四
年
に
な
り

ぬ
。
は
か
な
う
過
ぐ
る
月
日
に
つ
け
て
も
あ
は
れ
に
な
ん
。
正
月
も
朔
日
（
つ

い
た
ち
）
よ
り
よ
う
つ
急
が
し
う
て
過
ぎ
ぬ
。
二
月
に
な
り
て
、
殿
の
御
前
、
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御
嶽
（
み
た
け
・
大
和
の
金
峰
山
の
こ
と
）
精
進
は
じ
め
さ
せ
給
は
ん
ず
る
に
、

四
五
月
置
ぞ
、
さ
ら
ば
参
ら
せ
給
ふ
べ
き
、
猶
（
ほ
）
秋
山
な
ん
よ
く
侍
る
、

な
ど
人
々
申
し
て
、
御
精
進
延
べ
さ
せ
給
（
ひ
）
て
、
よ
う
つ
慎
ま
せ
給
ふ
。
あ

ふ
ぎ
の
申
納
言
（
藤
原
忠
輔
）
と
い
ふ
人
の
家
に
ぞ
出
で
さ
せ
給
（
ひ
）
け
る
。

殿
（
道
長
）
、
か
き
籠
ら
せ
給
へ
れ
ば
、
世
の
諾
い
み
じ
う
の
ど
か
な
り
。
さ

て
籠
り
お
は
し
ま
せ
ど
、
世
の
ま
つ
り
ご
と
は
な
ほ
知
ら
せ
給
ふ
。
」
〈
「
は

っ
は
な
」
V
と
あ
り
、
彼
の
当
時
の
生
活
ぶ
り
を
少
し
は
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。

 
こ
れ
に
よ
る
と
、
正
月
は
例
年
通
り
に
忙
し
か
っ
た
ら
し
い
が
、
二
型
に
な

っ
て
金
峰
山
（
き
ん
ぶ
せ
ん
）
参
詣
の
こ
と
が
問
題
に
な
（
ノ
た
（
道
長
は
当
年

四
十
二
歳
、
厄
年
に
あ
た
っ
て
い
た
ゆ
）
。
し
か
し
、
人
々
の
意
見
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
同
年
八
月
二
日
く
『
日
本
紀
略
』
V
ま
で
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
。
御
嶽
へ
の
参
詣
に
先
だ
っ
て
、
普
通
は
三
十
七
日
、
あ
る
い
は
五
十

日
、
ま
た
は
百
日
間
の
精
進
が
必
要
で
あ
る
が
、
、
そ
れ
の
延
期
に
よ
っ
て
、
少

な
く
と
も
、
晩
春
の
三
月
は
精
進
し
な
く
と
も
よ
い
月
に
な
っ
た
。
「
よ
う
つ

慎
ま
せ
給
ふ
」
生
活
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
は
決
し
て
「
か
き
籠
ら
せ
給

ふ
」
生
活
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
「
よ
う
つ
慎
ま
せ
給
ふ
」
よ

う
な
道
長
の
生
活
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
さ
て
籠
り
お
は
し
ま
せ
ど
、

世
の
ま
つ
り
ご
と
は
な
ほ
知
ら
せ
給
ふ
。
」
〈
同
上
V
と
か
、
「
か
く
世
間
（
よ

の
な
か
）
の
ひ
か
り
に
て
お
は
し
ま
す
殿
（
道
長
）
の
、
一
年
ば
か
り
、
物
を

や
す
か
ら
ず
思
し
召
し
た
り
し
ょ
。
い
か
に
天
道
御
覧
じ
け
む
。
さ
り
な
が
ら

も
、
い
さ
さ
か
逼
気
（
ひ
け
）
し
、
御
心
や
は
倒
さ
せ
た
ま
へ
り
し
。
お
ほ
や
．

け
ざ
ま
の
公
事
・
作
法
ば
か
り
に
は
、
あ
る
べ
き
程
に
ふ
る
ま
ひ
、
時
違
ふ
こ

と
な
く
勤
め
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
う
ち
う
ち
に
は
、
、
所
も
お
き
き
こ
え
さ
せ
た
ま

は
ざ
り
し
そ
か
し
。
」
〈
『
大
鏡
』
道
素
心
V
と
か
と
言
わ
れ
て
い
る
現
実
的
な

道
長
の
こ
と
で
あ
る
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
「
よ
う
つ
慎
ま
せ
給
ふ
」
生
活
ぶ

り
で
あ
っ
た
の
か
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま
し
て
、
季
節
は
晩
春
三
月
な

の
で
あ
る
。

 
恐
ら
く
、
こ
の
寛
弘
四
年
三
月
の
時
点
で
も
、
道
長
は
、
「
う
ち
う
ち
に
は
、

所
も
お
き
き
乙
え
さ
せ
た
ま
は
ざ
り
し
そ
か
し
。
」
〈
同
上
〉
と
あ
6
よ
う
に
、

朝
廷
に
関
す
る
公
事
や
儀
式
な
ど
は
と
に
か
く
と
し
て
、
私
的
な
生
活
に
於
い

て
は
、
少
し
の
遠
慮
も
し
ょ
う
と
は
し
魯
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

 
例
え
ば
、
道
長
は
、
同
月
三
日
に
、
土
御
門
邸
（
上
東
門
第
）
で
大
々
的
に

曲
水
の
宴
を
開
催
し
て
い
る
く
『
日
本
要
略
』
V
。
夜
に
な
っ
て
作
文
会
も
開

か
れ
た
が
、
そ
の
参
会
者
は
、
右
衛
門
督
（
春
信
）
・
左
衛
門
督
（
公
任
）
・
源

中
納
言
（
俊
賢
）
・
新
中
納
言
（
忠
輔
）
・
勘
解
由
長
官
（
有
国
）
・
左
大
弁
（
行

成
）
・
式
部
大
輔
（
十
三
）
・
源
三
位
（
則
忠
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
殿
上
や
地

下
の
文
人
が
二
十
二
人
〈
『
御
堂
関
白
記
」
〉
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
翌

四
日
に
講
詩
が
行
な
わ
れ
た
が
、
愚
者
は
大
江
匡
衡
、
講
師
は
大
江
以
言
〈
同

上
〉
で
あ
っ
た
。

 
匡
衡
は
、
そ
の
中
で
、
「
宝
算
（
あ
あ
）
、
何
（
い
つ
）
レ
ノ
処
力
今
日
ノ
花

水
ヲ
袋
鼠
ザ
ラ
ン
ヤ
。
」
、
「
誰
レ
人
力
此
ノ
地
ノ
風
流
ヲ
感
心
ザ
ラ
ン
ヤ
。
」

〈
『
江
吏
部
集
』
上
巻
V
之
言
い
、
「
今
日
ノ
事
、
盛
ン
ナ
ル
カ
ナ
、
優
レ
タ

ル
カ
ナ
。
」
〈
同
上
V
と
言
っ
て
、
例
の
如
く
、
そ
の
日
の
盛
大
で
華
麗
な
行

事
を
詠
嘆
し
て
や
ま
な
い
。
彼
は
、
道
長
を
「
聖
主
（
一
条
天
皇
）
ノ
親
舅

（
叔
父
）
・
左
丞
相
」
と
呼
び
、
「
輔
佐
ノ
余
暇
二
乗
ジ
テ
、
物
色
ノ
賞
ス
可

キ
ヲ
惜
シ
メ
バ
ナ
リ
。
」
〈
同
上
V
と
言
っ
て
、
こ
の
た
び
の
曲
水
の
宴
を
道

長
が
開
く
こ
と
に
し
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
に
集
う
文
人
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た
ち
を
も
称
賛
し
て
、
「
卿
（
も
と
「
仰
」
字
に
作
る
。
『
本
朝
文
献
註
釈
』
に

従
う
。
）
士
大
夫
・
仙
郎
（
蔵
人
）
儒
吏
ノ
謹
聴
工
（
た
く
み
）
一
一
シ
テ
、
天

下
ノ
一
物
以
上
ノ
モ
ノ
。
L
〈
同
上
V
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
的

な
も
の
と
は
い
え
、
ま
こ
と
に
盛
大
で
華
麗
な
行
事
で
あ
り
、
そ
の
頃
の
道
長

の
栄
華
を
あ
た
か
も
象
徴
す
る
よ
う
な
噌
日
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

 
そ
れ
か
ら
半
月
ほ
ど
で
、
 
こ
の
た
び
の
作
文
会
が
開
か
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
二
十
日
の
夜
の
そ
れ
は
、
逆
に
日
常
的
で
小
ぢ
ん
ま
り
と
b
た
も
で
あ
っ

た
。
そ
の
場
所
は
「
左
府
」
〈
『
権
記
』
V
と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
に
は
末

詳
。
あ
る
い
は
、
前
回
の
（
曲
水
の
宴
が
開
か
れ
た
場
所
と
同
じ
く
、
そ
れ

は
、
土
御
門
邸
（
上
東
門
第
・
京
極
殿
）
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
 
（
道
長

は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
東
三
条
殿
・
枇
杷
殿
・
二
条
殿
・
一
条
殿
な
ど
雪
中
に

多
く
の
邸
宅
を
所
有
し
て
い
た
。
）
。

 
道
長
の
土
御
門
殿
は
、
土
御
門
大
路
の
南
ハ
京
極
大
路
の
西
に
あ
っ
て
、
南

北
に
二
町
を
占
め
て
い
た
く
「
拾
芥
抄
』
中
巻
〉
。
そ
の
邸
宅
の
壮
麗
な
様
子

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
秋
の
け
は
ひ
入
り
立
つ
ま
ま
に
、
土
御
門
殿
の
あ

り
さ
ま
、
い
は
む
か
た
な
く
を
か
し
。
池
の
わ
た
り
の
こ
ず
ゑ
ど
も
、
・
遣
水

（
や
り
み
つ
）
の
ほ
と
り
の
叢
（
く
さ
む
ら
）
、
お
の
が
じ
し
色
づ
き
わ
た
り

つ
つ
、
…
・
遣
」
〈
『
紫
式
部
日
記
』
V
と
言
わ
れ
、
「
殿
の
有
様
（
土
御
門
殿
の

有
様
）
い
み
じ
く
お
も
し
ろ
し
。
中
島
の
松
の
蔦
（
つ
た
）
の
紅
葉
な
ど
、
常

の
年
は
い
と
か
う
（
し
）
も
あ
ら
ね
ど
、
世
の
け
し
き
（
に
し
た
が
ふ
に
や
）
、

い
み
じ
く
盛
（
さ
か
り
）
に
、
色
々
め
で
た
く
見
ゆ
る
に
、
笑
ま
し
う
そ
ぞ
ろ

寒
し
（
ぞ
っ
と
す
る
程
の
素
晴
ら
し
さ
を
い
う
。
）
。
」
〈
『
栄
花
物
語
」
十
一

巻
「
つ
ぼ
み
花
」
V
と
述
べ
ら
れ
、
「
と
の
（
土
御
門
殿
）
の
内
の
有
様
」
し

つ
ら
ひ
猶
（
ほ
）
こ
は
い
か
な
り
け
る
勝
地
（
景
色
の
す
ぐ
れ
た
地
）
な
ら
ん

「
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
四

と
見
え
た
り
。
」
〈
同
上
・
二
十
八
巻
「
わ
か
み
つ
」
V
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ま
こ
と
に
壮
麗
な
邸
宅
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
景
勝
の
場
所
で
も
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
そ
の
庭
園
と
池
水
と
は
絶
景
で
あ
っ
た
と
い
う
（
な
お
、
土

御
門
邸
に
つ
い
て
は
」
角
田
文
衛
著
『
紫
式
部
の
身
辺
」
が
詳
し
い
。
）
。

 
さ
て
、
次
ぎ
に
詩
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
首
聯
は
、
詩
題
の
字
に
即

し
て
、
落
花
を
惜
し
む
作
者
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
（
な
お
、
藤
原
宗
忠
の

作
と
さ
れ
る
「
作
文
大
体
』
で
は
、
律
詩
を
「
四
韻
」
「
長
韻
」
と
言
い
、
構
成

上
の
分
類
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
首
聯
を
「
発
句
」
、
頷
聯
を
「
胸
句
」
、
心
界
を

「
腰
句
」
、
尾
聯
を
「
落
胤
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
各
聯
の
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
的
な
特
色
を
「
題
目
」
「
破
題
」
「
讐
喩
」
「
述
懐
」
と
い
う
言
葉

で
表
現
し
て
い
る
。
「
題
目
」
と
は
詩
題
の
字
に
即
し
て
詩
を
起
こ
す
意
、
「
破

．
題
」
と
は
題
意
を
承
け
て
説
明
し
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
意
、
「
調
革
喩
」
ど
は
具

体
的
な
故
事
な
ど
を
引
用
し
て
讐
署
す
る
意
、
「
述
懐
」
と
は
作
者
の
言
わ
ん
と

す
る
こ
と
を
ま
と
め
結
ぶ
意
で
あ
ろ
う
。
）
。
「
花
」
と
は
、
第
二
句
目
に
「
紅
」

と
あ
り
、
第
三
句
目
に
「
桃
浦
」
、
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
し
て
、
こ
こ
で
は
桃
の
花

を
指
す
に
違
い
な
い
。
晩
春
の
桃
林
に
は
、
惜
し
気
も
な
く
紅
色
の
落
花
が
舞

う
。
そ
の
落
花
を
惜
し
む
気
持
が
、
作
者
を
し
て
池
上
に
舟
を
浮
か
べ
さ
せ
る
。

 
し
か
し
、
「
桃
林
」
と
い
い
、
「
落
花
」
と
い
い
、
「
舟
」
と
い
い
、
こ
れ
ら

は
、
ま
さ
し
く
陶
淵
明
の
『
桃
花
源
記
』
の
世
界
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
、

 
「
晋
ノ
太
元
申
（
三
七
六
一
三
九
六
）
、
武
陵
ノ
人
、
魚
ヲ
捕
り
テ
業
ト
為
ス
。

漢
二
業
（
よ
）
ー
リ
テ
行
キ
、
路
ノ
遠
近
ヲ
忘
ル
。
忽
チ
桃
花
ノ
林
二
逢
フ
。
岸
ヲ

爽
（
は
さ
）
ム
コ
ト
数
百
歩
、
中
二
雑
樹
無
シ
。
芳
草
鮮
美
、
落
英
績
紛
タ

リ
。
（
後
略
）
」
と
い
う
一
、
文
を
思
い
お
こ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
作
者
が
池

上
に
舟
を
浮
か
べ
た
の
は
、
単
に
落
花
を
惜
し
む
気
持
か
ら
だ
け
で
は
な
い
だ
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ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
武
陵
の
一
漁
夫
が
、
か
つ
て
遊
ん
だ
と
い
う
桃
源
郷
（
神

仙
の
世
界
）
に
対
す
る
希
求
の
念
も
、
恐
ら
く
連
想
と
し
て
存
在
し
て
い
だ
こ
．

と
だ
ろ
う
。
落
花
が
ほ
か
で
も
な
い
「
桃
花
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

 
頷
聯
は
、
み
ご
と
な
対
句
を
な
し
て
い
る
。
と
め
わ
け
、
桃
花
の
「
紅
」
と

柳
紫
の
「
白
」
と
の
対
比
は
、
色
彩
的
に
美
し
い
。
春
の
夜
、
紅
い
桃
花
と
白

い
柳
紮
と
が
乱
舞
す
る
池
上
を
、
作
者
を
乗
せ
た
小
舟
が
た
だ
よ
う
。
こ
の
場

合
の
、
「
紫
風
」
の
対
語
で
あ
る
「
紅
雨
」
は
、
 
単
に
紅
い
桃
花
の
散
る
様

子
を
比
喩
し
た
言
葉
で
は
な
く
、
実
景
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
副
い
桃

花
に
雨
が
実
際
に
降
り
そ
そ
い
で
い
る
の
で
あ
る
（
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

『
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
に
も
、
当
日
の
夜
、
雨
が
降
っ
て
い
た
こ
と
を
し
る

す
。
）
。
た
だ
し
、
桃
花
と
柳
紮
と
が
対
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
は
、
古
来
多

い
。
例
え
ば
、
六
朝
の
梁
の
庚
肩
吾
な
ど
も
、
「
桃
ハ
紅
ニ
シ
テ
柳
紫
ハ
白
ク
、

日
二
照
ラ
サ
レ
復
（
ま
た
）
風
二
塁
フ
。
」
〈
「
春
日
」
〉
と
詠
じ
て
い
る
し
、

ま
た
、
杜
甫
な
ど
も
、
「
桃
花
細
（
こ
ま
）
ヤ
カ
ニ
楊
花
（
金
轡
）
ヲ
逐
ヒ
テ

落
チ
…
…
」
〈
「
曲
江
ニ
テ
漕
二
対
ス
」
V
と
歌
っ
て
い
る
。

 
頸
聯
も
対
句
表
現
。
し
か
も
、
原
則
通
り
に
、
具
体
的
な
故
事
を
引
用
し
て

讐
喩
す
る
。

 
第
五
句
は
第
三
句
と
照
応
し
、
第
六
句
は
第
四
句
と
照
応
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
桃
の
花
咲
く
岸
辺
に
小
舟
を
繋
げ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
紅
い
花
の
乱
れ
散
る

雨
の
中
で
さ
ま
よ
い
漂
う
様
子
が
、
ま
る
で
、
あ
の
萢
叢
が
江
湖
に
浮
か
び
、

舟
を
と
め
よ
う
と
し
て
一
面
の
霞
に
行
方
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
よ
う
で

あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
青
柳
の
堤
に
小
舟
を
着
け
よ
う
と
し
て
、

そ
の
白
い
柳
紫
を
吹
き
散
ら
す
風
に
押
し
も
ど
さ
れ
る
様
子
が
、
ま
る
で
、
あ

の
子
猷
が
隠
者
の
戴
蓬
に
逢
い
た
く
な
り
、
雪
の
全
躯
し
き
る
中
を
小
舟
に
乗

っ
て
行
っ
た
時
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
つ
前
者
の
照
応
は
、
「
雨
」

と
「
霞
」
と
の
連
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
照
応
は
、
「
紫
」
（
白
色
）

と
「
雪
」
（
白
色
）
と
の
連
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
連
想
が
豊
か
で
あ
り
、

み
ご
と
な
讐
喩
表
現
と
い
え
る
。

 
尾
聯
は
、
ひ
た
す
ら
落
花
を
惜
し
む
作
者
の
風
流
心
を
強
調
し
て
、
一
首
の

結
び
と
し
て
い
る
。

 
そ
の
構
成
は
、
な
か
な
か
技
巧
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
第
七
句
は
第
五

句
と
照
応
し
、
第
八
句
は
第
六
句
と
照
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
照

応
の
方
法
は
、
い
わ
ば
、
順
接
で
は
な
く
逆
接
で
あ
る
。

 
作
者
は
、
 
第
五
句
に
於
い
て
、
 
自
分
自
身
を
ひ
と
ま
ず
萢
蟄
に
た
と
え
た

が
、
第
七
句
に
於
い
て
は
㍉
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
て
、
両
者
の
相
違
を
は
っ
き
り

．
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
萢
謡
の
場
合
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
江

湖
に
浮
か
ぶ
や
、
そ
の
ま
ま
何
方
と
も
な
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
作
者
の
場
合
は
、
素
晴
ら
し
い
景
色
に
深
く
心
を
う
ば
わ
れ
、

悼
を
停
め
る
の
で
あ
る
。
萢
謡
は
行
き
、
作
者
は
止
ま
る
。
作
者
に
は
、
萢
蓋

と
違
っ
て
、
落
花
を
惜
し
む
強
烈
な
風
流
心
が
あ
る
。

 
同
じ
よ
う
に
、
作
者
は
、
第
六
句
に
於
い
て
、
自
分
自
身
を
ひ
と
ま
ず
子
猷

に
た
と
え
た
が
、
第
八
句
に
於
い
て
は
、
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
、
両
者
の
相
違
を

は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
子
猷
の
場
合
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
急
に
隠
者
の
戴
蓬
（
字
は
今
道
）
に
逢
い
た
く
な
り
、
早
速
、
雪
の
降

り
し
き
る
中
を
小
舟
に
乗
っ
て
彼
の
門
前
ま
で
行
、
つ
た
の
で
あ
る
が
、
と
う
と

う
そ
の
家
に
は
入
ら
ず
に
帰
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
あ
る
人
が
そ
の
理
由
を

訊
ね
た
と
こ
ろ
、
皇
猷
は
、
「
本
ヨ
リ
興
二
乗
ジ
テ
来
タ
リ
、
興
尽
キ
テ
反
（
か

へ
）
ル
。
何
ゾ
必
ズ
シ
モ
安
道
ヲ
見
ン
ヤ
。
」
〈
『
晋
書
』
V
と
答
え
た
と
い
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う
。
子
猷
の
興
趣
は
、
戴
蓬
に
逢
う
前
に
冷
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
作
者
の
場
合
は
、
「
興
引
ビ
テ
鎮
ク
吟
詠
ノ
翁
ト
為
ル
」
の
で
あ

る
。
作
者
の
興
趣
は
一
向
に
冷
め
や
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
吟
詠
の
翁
の
ま
ま
に

さ
せ
て
お
く
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
子
猷
の
興
趣
は
す
ぐ
に
冷
め
、
作
者
の
興

趣
は
い
つ
ま
で
も
続
く
。
作
者
の
場
合
に
は
、
子
猷
の
場
合
と
違
っ
て
、
落
花

を
回
し
む
強
烈
な
風
流
心
が
あ
り
、
そ
れ
を
永
続
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
周
囲

の
絶
景
が
あ
る
。

 
全
体
的
に
は
、
か
な
り
理
知
的
で
技
巧
的
な
詩
と
言
え
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
○
・
一
〇
・
一
V
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「
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
四

膚


